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Press Release 
 

2022年 9月 27日 

関 係 各 位 

マネックスＳＰ信託株式会社 

 

 

「金融サービスへのアクセス向上」の ESG課題に取組む 

～家族信託サービス「つむぎ」の取扱いを開始～ 

 

 

マネックスＳＰ信託株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：矢田祐基、以下「マ

ネックスＳＰ信託」）は、2022年 9月 28日（水）（予定）より、家族信託サービス「つむぎ」

の取扱いを開始しますのでお知らせいたします。 

 

■背景 

 人生 100 年時代を迎え、平均寿命が伸びると共に、認知機能の低下に伴う制約を受ける

可能性も高まってきました。65歳以上の認知症患者数は、2030年には 830万人に達する見

通しです（※1）。認知機能が低下すると、金融機関の口座取引を制限されたり、不動産の売却

や修繕・建替え、賃貸借等の契約ができなくなる資産凍結リスクが顕在化します。 

マネックスグループが掲げる ESG 課題の中で重要項目の一つである「金融サービスへの

アクセス向上」を実現するため、マネックスＳＰ信託は、シニア世代の資産凍結の課題に

取り組んで参りました。この課題は「金融包摂」とも言われ、「高齢化と金融包摂」は 2019

年の 20ヶ国・地域（G20）財務相・中央銀行総裁会議でテーマにされるなど、世界的にも

重視されている課題です。 

マネックスＳＰ信託では、「株式」の資産凍結への対策ができる株式管理サービス「たく

す株」を開発し、2021年 9月よりシニア世代の個人投資家向けにご提供しています。 

このたび、この取組みをさらに前進させ、「不動産や預金」の資産凍結への対策ができる

家族信託サービス「つむぎ」の取扱いを開始します。 

 

■概要 

「つむぎ」は、加齢により認知機能が低下した際の資産凍結に備えるため、マネックス

ＳＰ信託が、お客様とご家族のベーシックな家族信託（※2）の組成をサポートするサービス

です。 

ご家族の事情に合わせて個別に設計する従来の家族信託と異なり、資産凍結への対策に

必要な基本設計をあらかじめご用意しましたので、お客様はプランを選ぶだけで家族信託

の組成が可能です。設計にかかる時間を従来より短縮でき、家族信託を始めやすくなりま

す。また、信託に精通した弁護士とチームでサービスを提供しますので、安心です。料金

体系も、始めやすさを重視して、定額の料金としました。 

（税込表示）  

信託財産 合計（※3） 
  

つむぎの利用料金 契約書作成費用 

金銭のみ 110,000円 55,000円 55,000円 

金銭と不動産 242,000円 165,000 円 77,000円 
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※1 「日本における認知症の高齢者人口の将来推計に関する研究」（平成 26 年度厚生労働科学研究費補助

金特別研究事業 九州大学 二宮教授） 

 

※2 家族信託は、信託を使って、実質的な所有者はそのままに、資産の管理権限を信頼できるご家族にあ

らかじめ託しておくことで、資産凍結を法的に回避し、相続時の承継先の指定もできる仕組みです。 

 

※3契約書作成費用は、提携弁護士への報酬としてお支払いただきます。上記の他に、登記や公正証書作

成の費用や出張対応する場合の実費等がかかります。 

 

詳細は 2022年 9月 28日 15時（予定）以降、マネックスＳＰ信託ウェブサイト

（https://www.monextrust.co.jp/service/tsumugi）をご覧ください。 

 

マネックスＳＰ信託では、今後もマネックスグループの一員として、グループ全体での

ESG 課題への取組みを推進して、より一層のサービス強化に努めて参ります。 

 

 

以 上 

 

【マネックスＳＰ信託株式会社について】 

管理型信託会社 関東財務局長（信 2）第 17号 

宅地建物取引業者 東京都知事（1）第 102212号 

 
 

 【お問合せ先】 

マネックスＳＰ信託株式会社 

営業部 清野、山名 電話 03-4241-4440 

https://www.monextrust.co.jp/service/tsumugi

